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 それでは、届け出順に発言を許します。１３番、小宮教義君。 

○議員（１３番 小宮 教義君）  おはようございます。市民の声を生かす、市民の市政をモッ

トーに頑張っております、１３番議員の小宮教義でございます。前回の議会のときにも私が１番

でございました。今回も一般質問トップということでございます。よろしくお願いをいたします。 

 きのう、市長の行政報告がございました。その中で、今期をもって辞すというお話がございま

した。今回、一般質問の通知をさせていただいております。３点でございます。 

 まず第１点は、市長の進退問題について。これは、新聞などで報道されておられた件がどうか

という件ですね。それと２点目は、対馬市の博物館の建設について。この問題については、運営

方法なども含めたほかのものもまだ決まってない状態、さらに市民のコンセプトもとられてない

状態、時期尚早じゃないかという点が２点ですね。そして第３点目は、ふるさと納税について。

市長は、前回の議会のときに、検討をしてみたいという御答弁をいただきました。返礼品につい

てどうかというふうな。この３点が事前に通告をしておりました内容でございますが、辞めると

いう人に対して愚劣なる質問は必要ないと。よって、取り消しをさせていただきます。 

 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

 以上で私の一般質問を終わります。以上です。 

○議長（堀江 政武君）  これで、小宮議員の質問は終わりました。 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

○議長（堀江 政武君）  暫時休憩します。１０時１５分より再開します。 

午前10時04分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午前10時16分再開 

○議長（堀江 政武君）  再開します。 

 ３番、入江有紀君。 

○議員（３番 入江 有紀君）  入江有紀と申します。よろしくお願いいたします。 

 一般質問に入ります前に、市長の服装についてお聞きしたいんですが、きょう、県議会のほう

から電話がありまして、あの市長の格好は何であんな格好してるのかということなんですけど、

みんな部長さん方は背広着てあるんですが、議会に作業服で出てこられるんでしょうか。どうい

うことなんでしょうか、それ。びっくりしました。きのうだけかと思うたら、きょうもまたその

格好で来たから。一応聞いてくれということですので、どうしてそんな格好で出てきたか。失礼

やと思いますよ、議会に対して。 
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 そして、一般質問に入らせていただきます前に一言、９月の１日の災害のことなんですけど、

私は４時に久田方面に様子を見にいってみたんですが、４時から県の人たちはタクシーをたたき

起こして対応してるんですよ、その崩れた場所に。それで、ブルドーザーが来たのが５時です。

それで、決壊した場所が３カ所あったんですけど、それをずっと取り除いてくれて車を通してく

れたんですけど、市の対応自体が全然あれしてなくて、市の職員が現場に来たのが１２時過ぎで

す。私、あらゆる部落にもずっと聞いたんですけど、日掛とか全部。市の対応、市の職員が来た

のが１２時半、１時です。その間、何をしてたんですか、市の人たちは。 

 こういうときは、地域マネージャーというのがおるんですから、その人たちが対応できないも

のでしょうか。本当情けなかったです。県の職員はどんどん対応してくれよるに、市の職員だけ

が全然対応してないじゃないですか。いいかげんにしてくださいよ。給料もろうて何をしてるん

ですか。本当にあきれました。 

 そして、水道局のことですけど、水道が決壊して、もう全然朝から出ないもんで、１２回ぐら

い電話しました、水道局のほうに。ところが、今その決壊場所を修理をしてますと言われました。

それで、その都度、私が電話する都度ずっとその崩れた場所に行ったんですけど、市の対応は全

然あってないんですよ。やっと来たのが１時半です。業者の人が来たのが。だから、そんな状態

で対応の仕方が、電話が何と言うかと思うたら、今修理をしてますので、復旧はいつになるかわ

かりません。それをずっとテープレコーダーみたいに十何回言いました。 

 それで、私は怒って、次の日に水道局にどなり込んだんですけど、当たり前のことを、まだ今

行けませんのでって言ってもらえば、みんなが全然期待しないんですよ。期待するような言い方

をするんですよ。修理を今してますから、復旧はいつになるかわかりません。もうちょっと市の

対応をちゃんとしてくださいよ。 

 以上です。 

 一般質問に入らせていただきます。 

 網代の埋立地の件が、前回６月の議会で時間がありませんでしたので、今回するようにしまし

たので、今後どのような計画を持ってあるかということです。 

 新病院のあり方についてなんですけど、２番目は。新病院のあり方については、市民の要望を

病院側に市長に言っていただきたいと思いますので、答弁要りません。 

 ３番目に、いづはら病院跡地利用についてなんですけど、私は議員になってから２年４カ月に

わたり、厳原市民の一番注目している、いづはら病院跡地利用についてやってきましたが、きの

うの委員長報告で、やっと来年の４月から無床診療所が開設ということで安心しているのですが、

厳原市民には本当によかったと思っております。そして、頑張って、前回のような、和白が来る

といって期待させて、だめになったようなことは絶対しないようにお願いいたします。 
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 市長に１つお聞きしたいのは、無床診療所ができた場合、もちろん透析もできるのかというこ

とをお答えください。 

 そして４番目には、大船越の野積み場用地に氷工場を建てて、１１年間もの間、無断使用して

いる会社に対し、竣功認可がおりたら、市長はどのような対応をされますか、お答えください。 

 もう一つ、ふれあい処つしまについてなんですが、売店の店員が観光客が来店しても売ろうと

いう態度が全然ないんですよ。それで、教育をやり直すべきだと思います。 

 そして、バスの券売機の件を出してたんですけど、脇本議員が１２月議会でやっておりますの

で、券売機のことを言ったところで無理だということですので、券売機の件は取り下げます。 

 以上です。 

○議長（堀江 政武君）  市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  ３番議員の御質問に答えさせていただきたいと思います。 

 この私が今着用している服ということについて、県議会の人が尋ねてくれというふうなことだ

ということでございます。 

 この９月議会が始まってから、私、この防災対応の服を着させていただいておるところであり

ます。海難事故も、あのようなことでございました。また、水難事故で、特に甚大な被害をこう

むって、今なお地域の方たちが力を合わせて復旧に取り組んでいらっしゃる、特に瀬地区の皆様

方がいらっしゃいます。 

 ２日間、約２５０名、延べ２５０名のボランティアの方たちが瀬地区に入っていただいたこと

によりまして、ある一定の方向性が見えたというふうには区長さんは言っていただいております

が、これから市民の皆様の力も借りながら、また自分たちの自助努力の中でも、瀬地区に今まで

同様の元気のいい集落をつくりたいというふうなお話を区長さんからもいただいておるところで

あります。 

 そういうふうに、月曜までは向こうにも私も入らせていただきました。日々笑顔が少しずつ戻

りつつあるとも思っておりますが、初日の状況、そして地域内の住家を壊さないといけないとか、

いろんなことが今起こって、これから瀬の方たちが頑張っていこうとされている状況を考えたと

きに、私は今回、この会期中においては、この防災服で通させていただきたいというふうな思い

を持っておるところであります。 

 もう一点の早朝からの今回の災害に対する行政側の対応があまりにも手ぬるいというふうな御

指摘がありました。 

 確かに予報が夕刻にたしか入ったというふうにも聞いております。それについては、時間雨量

４０ミリという予報でございました。風も吹く、突風も出るかもしれないというふうな予報を夕

方受けたというふうに聞いております。 
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 ４０ミリという予報を受けて、私どもの対応がまずかったのかもしれません。そして、夜のう

ちに１１０ミリという数値を、突然の豪雨が襲うというふうなことの対応、これについて、情報

を収集する体制というのがきちんと整ってない中で遅れたのかもしれません。申し訳なく思って

おります。 

 もう一点、地域マネージャーのお話がございました。これにつきましては、特に瀬地区につい

ては、担当マネージャーが朝からずっと昼過ぎまで集落をくまなく歩きながら、情報をこちらに

入れ込んでくるというふうなことも、担当地域マネージャーはしてくれたということを報告をさ

せていただきたいと思います。 

 では、通告に従い答弁をさせていただきます。 

 １点目の網代埋立地の問題でございます。今後どのような計画があるのかという質問通告があ

っております。 

 これにつきましては、御存じのように、網代地区は比田勝港湾に入っておりまして、この比田

勝港湾整備につきましては、長崎県の主体工事として、平成１１年度にマイナス７.５メーター

岸壁とマイナス７.０メーター岸壁の整備に着手し、この平成２２年度に岸壁が完成をいたして

おります。その後、県工事の岸壁背後の埠頭整備と並行して、市工事の港湾関連施設であります

国内ターミナルを建設し、平成２５年１０月の供用開始により、国内線フェリー岸壁として利用

者の利便を図っているところでございます。 

 埠頭背後の市の埋立用地部分につきましては平成２１年度から、公共事業の残土を利用した埋

め立てに着手し、一部残っておりました河川の流末部の埋め立てが平成２６年度に完成いたしま

したので、公有水面埋立竣功認可申請のための確定測量を実施をし、長崎県から竣功認可を受け、

現在、新たに生じた土地の確認のための事前協議を行っているところであります。 

 埋立申請時、平成１４年でございますが、このときの計画では、フェリーの大型化、ジェット

フォイルの就航などで、港湾施設用地の整備とともに、都市再開発用地の整備も急がれた環境に

あり、住宅用地や緑地広場を整備する都市再開発用地、漁獲した魚を加工するための施設を整備

する水産関連施設用地としての計画がなされておりました。 

 しかしながら、社会情勢や水産業を取り巻く環境の大きな変化を踏まえて、整備の必要性につ

いては、地域住民や関係者と十分な協議を行い、用地の有効活用を図ってまいりたいというふう

に考えております。 

 次に、２点目につきましては答弁不要ということでございますので、３点目のいづはら病院跡

利用の問題でございます。無床診療所を開設するということ、これにつきましては、特別委員会

等での協議を進めさせていただいておるところであります。 

 また、御質問の中に透析の問題がございました。この問題につきましては、今話を進めており
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ます法人等の間で、当初から透析の問題を掲げて協議を進めてまいりました。前回もこの場で、

委員会の場で出したと思いますが、説明はさせていただいたところですが、透析につきましては、

診療所のレベルといいますか、体制といいますか、それでは透析のいろんな病症ごとの急変の場

合の対応というのが大変整えることは難しいというお話が返ってまいりました。そういう中、こ

の透析につきましては、私どもも断念を現時点でしてるところでございます。 

 ４点目の大船越の漁協近くの用地に氷会社を建てているではないかという会社のことについて

言及されましたが、この市の埋立地の無断占用という問題につきましては、平成２６年第４回定

例会の議案第１１５号の関連質問及び２７年第１回定例会の一般質問の折に回答をさせていただ

きましたように、議員御指摘の漁港用地は埋立竣功認可が未完了の土地であります。 

 また、漁港用地は島内に１３６件ございまして、平成２２年度より順次竣功認可申請の作業を

進めております。この漁港用地につきましても、土地として登記するため、埋立竣功認可を受け

るよう作業し、県と協議をしてまいりました。現在の状況といたしましては、確定測量を完了し、

埋立竣功認可の申請書類について、県との事前協議を踏まえ、８月末に本提出をしたところでご

ざいます。 

 議員御指摘の漁港用地に係る建物の占用につきましては、埋立竣功認可後、議会の同意、登記

等の諸手続が完了した後において、占用の経緯を確認し、法律、条例にのっとり、また県の指導

等も仰ぎながら、漁協及び地域の関係者とも協議をし、用地の賃貸、建物の撤去を含め、総合的

に判断して対応してまいりたいというふうに考えております。 

 次に、ふれあい処つしまについての問題でございますが、この施設につきましては、もう御案

内のとおり、指定管理者制度によって管理をお願いをしてるところであります。この契約内容に

つきましては、施設の運営については、一般社団法人対馬観光物産協会に運営していただいてお

り、運営に係る市からの委託料は直接的にはゼロ円でございます。 

 これは、観光情報館ふれあい処つしま条例及び施行規則で定める範囲内において、指定管理者

のアイデアや努力により、平成３１年度までの５カ年間で黒字化、自立運営を目指していただこ

うとするものでございます。 

 光熱水費等の維持費につきましては、観光案内業務や公衆トイレ等公共的部分が含まれている

こともあり、一旦市が全額負担し、その３０％相当を指定管理者から負担していただいていると

ころでございます。 

 この施設につきましては、観光客をもてなしの心で出迎えるウエルカムゲートとして、平成

２７年の５月１６日にオープンし、対馬の観光拠点として観光情報を提供していただくとともに、

イベント等による地元特産品や文化をＰＲし、旅行会社などによる観光ツアーの誘客による利用

客の確保、売上高の増加、地域振興などに深く関わっていただきたいと思っております。 
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 そこにお勤めの職員さんの問題につきましては、今後も島外の道の駅等の研修や島内のスー

パーなどでの研修も行ってきたところでございます。しかしながら、まだ経験の浅い職員もおり、

御指摘いただきました不十分なところにつきましては、指定管理者である一般社団法人対馬観光

物産協会にお伝えし、サービスの向上を目指し、改善していただきたいと思いますので、御理解

いただきますようお願いを申し上げます。 

 以上でございます。 

○議長（堀江 政武君）  ３番、入江有紀君。 

○議員（３番 入江 有紀君）  網代の埋立地からまず質問させていただきますが、今までは、埋

め立てをする前は、漁師さんたちが船をつけてたんですよ。それで、地元の漁師さんたちにとっ

ては、防波堤まで船がつけられるからとても便利だったんですけど、それを埋め立ててしまった

もんだから、向こうのほうまで船を置きに行かんとだめで、大変で、掘った山積みした泥が、風

が吹いたらずっと洗濯物や何かに飛んでくるわけですよ。 

 だから、それを早く解決してもらいたいということと、側溝がつくってあるんですけど、その

側溝が非常に狭いんですよ。それで、上から流れきたのが、流れて戻れないんです、向こうにも

う。全部ごみがたまって、臭くてたまらないんですよ。行って見てみたら、側溝がこれだけしか

ないんですよ。だから、海から流れてきたのが全部ここにたまるんですよ。だから、こういうの

は、１回してしまってから、後からまたやり返すことはできないんでしょうかね。 

 それと、山積みしてるのが、これなんですよ、土砂が。これ。それで、風が吹いたら飛んでく

るんですよ。だから、それを前回要望があってたんですけど、私が時間がなくてできなかったか

らですね。 

 それと、海から入ってくるのがこの状態なんですよ。だから、海から入ってくるほうは広いん

ですよ。奥がもう３０センチしかなかったみたいなんです。これが。だから、ごみがこっちから

こう入ってきたら、もう抜けきらんとですよ、これ。臭いわけですよ。だから、これどうにかな

らないもんですかね。 

○議長（堀江 政武君）  市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  網代の問題につきましては、今そのごみが堆積して流れ出なくて、にお

い等の問題が発生してるというふうな御指摘でございます。県のほうに、今の問題については、

しっかりと伝えていきたいというふうに思います。（「お願いします」と呼ぶ者あり） 

○議長（堀江 政武君）  ３番、入江有紀君。 

○議員（３番 入江 有紀君）  第２番目の新病院のあり方についてですけど、市長に答弁は要り

ませんので、一応市民の要望を聞いてまいりましたので、そのことを病院側のほうにも言ってい

ただきたいと思います。 
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 お年寄りは死ねと言わんばかりの病院だということで、非常に苦情が出ています。まず受け付

けのことですが、田舎から来られる人は、６時に着くようにタクシーで玄関まで行くんですが、

その番号札をもらう所がぐるっと裏なんですよ。だから、その裏まで、足の悪い人やなんか、杖

ついて行くのが非常に苦痛で、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○ 

 だから、お年寄りとか、そういう人たちは、玄関でとめないで、その受け付けというか、並ぶ

場所、番号札、パチンコ屋みたいに並んでるんですけど、そこの場所までタクシーを行かせても

らえんやろうかという要望が出ております。 

 そのことと、番号札をもらう場所も外に立ってもらうんですよ。だから、これから冬になれば、

どういうふうになるか、それが不安なんですけど、外に立って６時前から並んで、７時になって

やっと玄関に入れてもらうらしいですけど、その玄関の中からまた中にもまた入れてもらえんで、

８時になってからやっと中に入る。それで、車椅子やなんかの人はかわいそうだからということ

で、付き添いの人が玄関の中に７時前に入れたところが、警備員の人に怒られて押し出されると

いう、そういう状態なんですよ。 

 それで、私も一応並んでみたんですよ。どんな状態かということで。そしたら、本当にお年寄

りには椅子もないし、ビニールを敷いて、そこにへたばってから待ってるんです。７時にあくま

で。５時半とか、仁田から来る人やなんかは５時半から来るんですよ。そんな感じで、あの番号

札をどうにかならないもんでしょうかね。そして、そこに椅子とか置いてもらって、もうちょっ

と待ちやすい状態にしてもらいたいということです。 

 ７時になって玄関にまた入れてもらうんですが、そのときも８時まで玄関の中でずっと立たさ

れて待つ。その１時間の間も椅子もない。何かビニールを敷いて座ってみたりして待っとかんと

いかん。８時になってやっと玄関の中に入れてもらうんですけど、今度は受け付けのために、足

の悪い人も腰の悪い人も全部並ぶんですよ、ずらっとあの中に。そういう状態なんですよ。 

 だから、お年寄りには来るなちゅう病院やねということで言われてますので、椅子を置くとか

いうような方法を考えるか、その番号札のやり方をどうにかできないものでしょうか。これから

冬になれば寒くなるので、外で５時半か６時から７時まで待つということは大変だと思うんです

よ。それで、そのことも一応要望として言っていただけないでしょうか。 

 診療が終わってからなんですけど、会計時間が非常にかかり過ぎるんですよ。それで、それの

短縮もお願いしますということです。 

 会計待ちのところは椅子が足りないそうです。それで、立って待たないといけないので、それ

も椅子を増やしてもらえないだろうかということです。 
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 入院患者の人からの要望なんですけど、いづはら病院のときより食事がまずくなったそうです。

それ何でかということで、私、院長と事務長にお伺いに行ったんですよ。そしたら、向こうから

お米もとってるらしいんですよ。それで、地米は高いから向こうの米を使ってますと。食材も向

こうからですよね。だから、ものすごい食事がまずくなったみたいです。それももうちょっとど

うにかしていただけませんかということです。 

 あと、眼科の先生のことなんですけど、大山のほうから８３歳のおばあちゃんが、福岡のほう

の眼科で手術して、１年前に紹介状を書いていただいて、眼科の先生宛てに紹介状書いてもらっ

て、それからずっと眼科の先生に診てもらってるらしいんですけど、それが１年過ぎてもあまり

見えが悪いから、先生、これはどうしてでしょうかというて聞かれたそうです。そしたら、

８３歳にもなって運転免許を取るのか。私みたいなやぶ医者に診てもらわんで福岡行きなさいと

いう答弁が返ってきたそうです。そういうことを、名前もここで出していいですけど、そういう

ことを医者が言うべきやないと思いますよ。８３歳にもなって運転免許を取るのか。でたらめじ

ゃないですか、この病院のやり方が。 

 もう一つ、８月７日の１０時４０分に病院に着いた人が、そのときに熱が３８度９分あったら

しいんですけど、１０時４０分には受付の人に、現在１,０５０人ですと言われ、今からだとも

う夕方になりますよということで、諦めて帰ってあるんですよ。 

 だから、そういう事例がいっぱいあるんですよ。 

 そして、同じ８月７日に、豆酘から救急車でけがをして運んであるんですけど、１５針以上縫

ったけがですが、こちらの病院ではこれはできないから、一応仮縫いをしておきますから向こう

の病院に行ってくださいということだったらしいんですけど、私はその方を空港まで送りました

けど、洋服の仮縫いは聞いたことがあるんですけど、人間を仮縫いをしてるんですよ。だから、

そういう人間の仮縫いとかはやめていただけませんかねという要望を出してください。 

 そして、医療に対して、市民の方々が不安にならないように医療対策に努力をしてもらいたい

と思うんですけど、今の新病院はもう不満だらけなんですよ。どうにかなりませんか。 

 そして、医療対策はもちろんできてないのに、また博物館の計画を市長は入れてあるみたいで

すけど、これは後回しにして、医療対策から先にやっていただけませんか。博物館やなんかもっ

てのほかですよ。韓国人というのは、お金を払ってから入りませんよ。今のふれあい処つしまで

も、毎日、私は行って様子を見てますけど、お客さんは１人もおりませんよ。あれは４億もかけ

てつくって、失敗ですよ、市長のあれは。また博物館をつくるんですか。 

 大船越の野積み場用地のことですけど、私は、１１年間もの間、無断使用してありますので、

前市長に許可を出してあるかなと思って、前市長に電話をかけて聞いてみました。そしたら、担

当課に許可はないはずだと。許可の書類はないはずだと。それで、許可は出しておりませんとい
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うことですので、このことはちゃんともう、バッチつけた人がこういう不正なことをしてから恥

ずかしいんじゃないですか。 

 あの部落の人たちはどんなに言ってますか。部落の人たちが小屋みたいなのを建てとったらし

いですけど、野積み場用地には建物はできませんということで、全部解かされてるんですよ。そ

して、その周囲は我が物顔で、もうごみの山ですよ。 

 この前、担当課と行って見てきましたけど、網やなんかにもずっと草が生えてしまってるんで

すよ、もう。それを、まだその網は使う使うってずっと言ってあるらしいんですけど、本当にご

みの山ですよ。我が物顔であの辺を全部使ってありますけど、あんなのもちゃんと市のほうで、

竣功認可が出たらぴしゃっとしていただきたいと思いますので。 

 このことを私は３月の一般質問でやったんですけど、本人から、あそこのごみを置いとる場所

は、おまえの顔より美しいと言われました。それで、私は本当、そんな暴言を吐かれてますので。

私の顔よりあのごみ屋敷が美しいそうですので、本人からしたら。大体市民の代表たる議員がこ

んなことをするべきじゃないと私は思います。 

 それと、きのうの行政報告のことですけど、これは通告外ですけど、市長の後継者を出すとい

うことで、７人の会派にお伺いを立てて、その７人の会派のほうに、私が出ますからということ

で電話がかかってきてるみたいですけど、その方から。 

 財部市政は８年間で終わらせてくださいよ。市民はもう本当に懲り懲りしてるんですよ。あな

たの８年間で。企業誘致も引いてくることはせん。人口は減る。若い者はどんどん向こうに出て

しまう。あなたは、市民の言うことも議会の言うことも耳にせんで、こういう無駄遣いをしたじ

ゃないですか。全然聞いてくれないじゃないですか。それやとに、また今度の市長もあなたのロ

ボットですか。あなたがずっと後ろからロボットで支えるんですか。 

○議長（堀江 政武君）  入江議員、発言には気をつけて願います。 

○議員（３番 入江 有紀君）  そやけん、それは本当もうやめてくださいよ。あなたが選ぶのは。

みんなに報告をする前から、７人の会派だけに言って、私たちは２１人議員はおりますよ。それ

やとに相談も何もせんでおいて、７人の会派だけに言って、この方を出しますから、よろしくお

願いします。あんまりじゃないですか、これは。議会も何もばかにしてるんじゃないですか、あ

なたは。 

 そして、大体行政上がりとか、一般の市民は無理ですよ。今のこの落ち込んだ８年間の対馬市

を救い上げるには、上とのつながりとか、代議士とのつながりのある人じゃないと、今のこの落

ち込んだ対馬市を支えることは無理ですよ、もう。だから、それを考えて、次の市長にはそうい

う人を選んで、対馬市を守り立ててもらうようにしてもらわんと、あなたがこの８年間でだめに

したんじゃないですか。 
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○議長（堀江 政武君）  入江議員、不穏当な発言も見受けられますので、発言には気をつけてく

ださい。 

○議員（３番 入江 有紀君）  それで、もうちょっと選ぶなら、ほかにも相談をして、私たち

２１人の議員は何なんですか。７人以外の議員は。市民から選ばれた議員ですよ、私たちは。そ

れやとに何の相談もないで、自分で勝手に決めて、お願いしますの電話が来てるじゃないですか、

候補者になる人から。何ですか、それは。こんな勝手なことをしてから。もう財部市政はやめて

くださいよ、もう。 

○議長（堀江 政武君）  入江議員、本来の通告した質問に戻ってください。 

○議員（３番 入江 有紀君）  新しい市長に期待したいと思いますので、もうこれで一般質問を

終わります。 

○議長（堀江 政武君）  答弁はいいですか。 

○議員（３番 入江 有紀君）  いいです。ありがとうございました。 

○議長（堀江 政武君）  これで、入江有紀君の質問は終わりました。 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

○議長（堀江 政武君）  暫時休憩します。再開は１１時１０分からとします。 

午前10時57分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午前11時14分再開 

○議長（堀江 政武君）  再開します。 

 先ほどの入江議員の発言は、不穏当なことと議長が認めますので、発言の取り消しを命じます。

（発言する者あり） 

 入江議員が発言されたことは事実と反しますので、議長において発言を取り消します。（発言

する者あり） 

 一般質問に入りますので。２番、小島德重君。 

○議員（２番 小島 德重君）  会派つしまの小島德重でございます。 

 質問に入る前に、１日未明に発生した、イカ釣り漁船転覆事故でお亡くなりになられた５名の

方々に哀悼の意を表し、御冥福をお祈り申し上げます。 

 長年、海が生活の場であったベテランの船長さんでも避けることができなかった突然の天候異

変であったと思われます。亡くなられた方々の無念さと、残された家族の方々の心痛を思うと言

葉がありません。 

 金比羅丸の乗組員であった小島準市さんは、浅海中学校勤務時代の生徒で、純朴で誠実、人懐

っこく、優しい性格でした。働き盛り、漁業後継者として今後の活躍が期待されていただけに残


